
398 　日 本 化 学 療 法 学 会 雑 誌 　 DEC.1995

呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るazithromycinの 臨 床 的 研 究

佐 藤篤 彦 ・千 田金吾 ・田村 亨 治 ・八 木 健 ・菅 沼 秀基 ・小 田三 郎 ・豊 嶋 幹 生

浜松医科大学第二内科*

Azithromycin(AZM)を6例 の呼吸器感 染症患者 に使用 した。疾 患 の内訳 は,急 性気 管支炎1例,

肺 炎3例,気 管支拡 張症+感 染2例 で あ り,AZM 250mgま た は500mgを1日1回,3日 間(1例 の

み7日 間)投 与 した。成績 は,臨 床 効果判 定可能例6例 中,著 効1例,有 効4例,無 効1例 であ った。

細 菌学 的効果 で は2例 におい て起炎菌3株(Staphylococcus aureus 1株,Streptococcus pueummiae 1

株,Haemophilus influenzae 1株)が 分 離 され,H.influenzaeの1株 が消 失 した。

副作 用 の発 現 した症 例 は なか った。 臨床検 査値 の異常 変動 はGOT,GPT,γ-GTPの 軽 度 上昇

が1例 に認 め られ た。
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Azithromycin(AZM)は,米 国 フ ァイザ ー社 で開発 され

た新 マ クロ ライ ド系抗生物 質で あ り,酸 に対 す る安 定化

を図 る ため,そ の化 学構 造 をerythromycin(EM)の14員

環 ラク トンにメ チル置換 窒素 を導入 し,15員 環(ア ザ ラ

イ ド)と した ことが特徴 で ある。

本剤 の抗 菌 スペ ク トルは,従 来 のマ クロ ライ ド系 薬剤

に類 似 して い る ほ か,Haemophilus influenzae,Moraxella

catarrhalis等 の グラ ム陰性 菌 に対 してEMよ り強い抗 菌活

性 を有す る1,2)。

今 回,本 剤 を呼吸器感 染症 に使 用 し,そ の有効性 ・安

全性 お よび有用性 を検討 した。

平 成5年2月 か ら平成5年9月 まで に当科 に外来 受診 し,

試 験参加 の同意 を得 られた軽症 お よび中等 症の呼吸 器感

染症6例 を対象 と した。年齢 は46～71歳 で あ り,性 別 は

6例 全例 男性 であ った。

呼吸器 感染 症の 内訳 は,急 性 気管 支炎1例,肺 炎3例,

気 管 支拡張 症+感 染2例 で あった。

投 与 方 法 は,250mgま た は500mgを1日1回 食 後経 口

投与 した。投 与期 間は3日 間で症例No.2の み7日 間 であ

った。

臨床 効果判 定 は体 温,咳 嗽,喀 痰 の量 と性 状 な どの臨

床症 状 と胸 部X線 所 見,CRP,赤 沈 値,白 血 球数 とその

分 画 な ど の 改 善 を 指 標 に し,著 効(excellent),有 効

(good),や や 有 効(fair),無 効(poor)の4段 階並 びに判 定

不 能(not evaluated)で 行 った。

細菌学 的効果 の判定 は起炎 菌 と推 定 される分離菌 の消

長 に よ り,消 失(eradicated),減 少 又 は 一 部 消 失

(decreased/partially eradicated),菌 交 代(replaced),不 変

(unchanged)の4段 階並 びに不 明(unknown)で 判 定 した。

臨床 検査 値 は赤 血球 数,血 色素量,血 小板 数,白 血球

数 お よびそ の分 画 等 の血 液 学 的検 査,GOT,GPT,ALP,

総 ビリルビン等の肝機能検査,BUN,血 清クレアチニン

の腎機能,尿 所見等について異常変動を観察 した。

Table1にAZMの 臨床成績 を掲げた。臨床効果は著効

1例,有 効4例,無 効1例 であった。

無効 と判定 された症例(No.5)は 中等症の気管支拡張

症の急性増悪の患者であ り,起 炎菌 と思われる菌は分離

されなかった。本剤 を250mg 1日1回 を3日 間投与 した

が,胸 部X線 所見,臨 床症状の改善が認められなかった。

患者が71歳 と比較的高齢であったことか ら,低 用量の

250mgを 用いたが,重 症度か らは500mgの 用量が必要で

あった可能性 も推定 される。

その他の症例 については,AZM投 与 により臨床症状 ・

所見の改善が認め られ,投 与終了後 も症状は安定 してお

り,十 分な効果を認めた。

治療前に菌検索 を実施 し,起 炎菌が検出 された2症 例

よ りStaphylococcus aureus 1株,Streptococcus pneumoniae

1株,H.influenzae 1株の3株 が分離 され,こ のうちH.in-

fluenzaeの1株 が消失 した。消失 したH.influenzaeに 対す

るAZMのMICは3.13μg/mlで あ り,米 国 でのAZMの

break pointが2.0μg/mlで ある3)ことを考 えれば妥当な結

果であった。MIC 0.78μg/ml以 下であ るS.aureus及 びS.

pneumoniaeが 持続 した理由は不明であるが大腸癌を既往

にもつ糖尿病 を合併する宿主状態および投与期間の関与

も考え られる。

本剤投与前後における臨床検査値 の変動 はTable2に

示す ごと く,GOT,GPT,γ-GTPの 上昇が認め られた症

例(No.4)が1例 あったのみで,7日 間投与例 を含めて特

に臨床上問題 となるような異常変動および副作用は認め

られなかった。

AZMは 既に米国,欧 州で臨床使用 されてお り,血 中 ・

組織中の半減期の長 さとH.influenzaeに 対す る抗菌力改
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Table 1. Clinical results of azithromycin treatment

*: 106cfu/ml

Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

B: before administration A: after administration *: IU/l

善が特徴のマクロライ ドといわれている。

我々が臨床で用いた成績で も,in vitroの抗菌力を反映

して,呼 吸器感染症において重要な起炎菌 と考 えられる

H.influenzaeが 除菌 され,臨 床効果は著効であった。他

の症例 においても無効1例 を除 き4例 が有効であった。

以上 より,本 剤 は呼吸器感染症に対 して有用な薬剤で

あると考えられる。
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Clinical study of azithromycin against respiratory infection
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Azithromycin (AZM) was used in 6 cases of respiratory infection, including 1 of acute bronchitis, 3 of

pneumonia and 2 of bronchiectas is complicated with secondary infection. AZM at a dose of 250 or 500mg
was administered once a day for 3-7 days. The result was assessed to be excellent in 1, good in 4 and

poor in 1 of the determinable cases. Bacteriologically, 1 of 3 isolated pathogenic strains (1 each of
Staphylococcus aureus, Streptococcus pneumoniae and Haemophilus influenzae) Haemophilus influenzae,
eradicated after the administration of AZM.

No adverse reactions appeared in any of the cases examined. In the laboratory findings, slightly
elevated GOT, GPT and Y-GTP were observed in 1 case.


